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１.はじめに 映画「小学校～それは小さな社会～」

＊世田谷の小学校の1年間

＊山﨑エマ監督は、「自分の
基礎をつくった日本の小学校
教育の良さを知ってほしい」
と思って製作したと発言。

＊それは、子どもが掃除や給
食の盛り付けも行っているこ
と、行事や特別活動に力を入
れていることなどだったが…。

海外での題名は「日本人のつくり方」。
前川喜平氏は「観ていて、暗い気持ち
になった」と……。 



2023年度、不登校の
小中学生は34万6千人

H25（2013）年
から増加傾向に

この３年間、
5万人ずつ、急増



いじめの認知件数も、この３年間で急増

小学校が多く、大幅に
増加している



暴力の件数もこの３年間で急増
一番多いのは中一だが、
小学校は、この10年間
で急増している



子どもたちの声から

2018年、国連子ども
の権利委員会に報告し
た「不登校をしている
子どもの声」などから

お母さんだって、ミミズがいっぱい入ったバケツに手を
入れるのは嫌でしょう？ 
ぼくにとって学校はそういうイメージなんだよ

1年生の時は、「学校はじごくだ、
かあちゃん、今日もじごくに
言ってくるから」と言って学校
に行く毎日でした。



中学校って、大人が決め
た活動ばっかり…。始め
からみんなで話し合って
決めることがないから楽
しくないの。「自由に決
めていいよ」って言うけ
ど、最初から大人が決め
た枠があるんだよね

学校には自由がない…

ねぇお母さん、学校に
は自由がないんだよ。
休み時間、ぼくはゆっ
くり絵を描いていたい
のに、先生は外で遊ば
なくちゃダメだって言
うんだ



学校にいるとね、言
いたいことが言えな
かったり、すぐに涙
が出ちゃったりして、
何だか僕が僕でない
ようになっちゃうん
だ。疲れちゃったか
ら、しばらく学校を
休んでもいいかな？

おもしろくもないのにみんなが
笑っているから、一緒に笑わな
いといけない。それが、一番し
んどいんだ

ぼくにとって学校はさぁ、とっ
ても気をつかうところだったん
だ。それに、勉強で競争するの
にも疲れていたんだ

学校は、気をつかうところ



辛かったことは、授業
中さされて答えられな
かったことです。今で
も思い出すと胸がとて
も辛くなる。先生には、
わかるようにやさしく
教えて欲しかった

やさしく教えてほしかった

「ランドセル症候群」

毎
日
、
こ
ん
な
に
大
き
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重
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物
で
登
校…



２.教科書から見える子どもの勉強“3重苦”

１）授業のコマ数が多い

２）学ぶ内容が多くて難しい

３）「楽しくない！」こと、
やらされることが多い
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教科書の頁数の増加
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学んだことをこれからの生活にどういかしていくのか、
書いたり、発表したりしなければならない（評価の対象）

「道徳」



コミュニケ―ションの技術を磨くことが教科の学習？
問題が生ずる社会的要因を考えさせることが必要では…

家庭科
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１．数学のよさについて考えよう
とする態度

２．数学を生活や学習に生かそ
 うとする態度

３．解決の過程をふり返って評
価・改善しようとする態度

４．多面的にとらえ考えようとす
る態度

数学



＜評価の3観点＞

●知識・技能
●思考・判断・

表現
●主体的に学
  習に取り組
  む態度

学んだことをどう生か
していくか、その内容
と発表のしかたが、
A・B・Ｃで評価される

3観点による「観点別評価」全教科・全校種で



●三角形の頂点「どのように社会・世
界と関わり、よりよい人生を送るか」
とは、「今の社会にどのような問題
があったとしても、その中で、どう
（適応し、我慢し、能動的に）生きて
いくか」ということでは……

●私たちが子どもたちに求めたいのは、
「よりよい人生を送るために、どのよ
うに社会・世界と関わり、よりよいも
のに変えていくのか」では……

「学力」にとって変わった「育成すべき資質・能力」とは？

新自由主義が求める「人材」
そのものという意見も。



社会科における記述の後退、右傾化
～“危ない教科書”以外の教科書の戦争に関する記述 歴史

●教出は「日露戦争の勝利がアジアの諸民族に独立への希望を与えた」と強調。
「侵略的帝国主義諸国のグループに、もう一国を付け加えたに過ぎなかった」とい
うネルーの言葉を紹介したのは東書と帝国のみ。

●関東大震災での朝鮮人・中国人虐殺について、
「自警団や警察・軍隊によって殺害」は教出、山
川、日文、学び舎。帝国は「自警団などに殺害さ
れた」。東書は、殺害の主体を記述せず。

●１5年間に及ぶ中国との戦争の記述が少ない（比
較的詳しいのは日文、学び舎）。多くが「ABCD
包囲網」によって経済的・軍事的に封鎖された
ため、やむをえず太平洋戦争に突入という説明。

なぜ戦争を起こしたのか、本当のことがわかりにくい



公民 自衛隊の扱いが強化
＜以前＞ 違憲論と合憲論の両方を併記し、政府見解を書く

＜今は＞ すべての教科書が「自衛のための必要最小限度の実力である
から、憲法で禁止されている戦力にあたらない」という政府見解のみ。

「憲法に違反しているという意見がある」と書いたのは、教出と日文だけ。



日文「他国との戦争に巻き込まれないか
など、さまざまな意見がある」「NATO
の集団的自衛権で守られていないウクラ
イナ」への侵攻は「日本の安全保障をめ
ぐる議論にも衝撃を与えた」

東書「9条で認められる自衛の範囲
を超えているという反対の意見があ
る」

帝国「日本に武力攻撃がない段階の
武力行使は…正当化できないとの批
判がある」

教出「（海外派兵について）戦争に
巻き込まれる可能性があるのではな
いかという不安の声がある。（集団
的自衛権について）憲法の平和主義
を重視する立場からの批判がある」

集団的自衛権

行使する要件を
満たせば、自衛
隊が国外の地域
に行って武器を
使う可能性もあ
ります

自衛隊の海外派兵、集団的自衛権について、
“危ない教科書”以外の４社の比較

公民



●「軍事」「経済」の
2つの大国づくりには
「国民意識の改造」
が不可欠だと、教育と
マスコミを統制

●安保3文書に「我
が国と郷土を愛する
心を養う」「自衛隊、
在日米軍等の活動
の現状への理解を
広げる取組を強化」
と書き込む

 

 

３.なぜ？  
(1)安倍政権以来、日本の教育は…



＜危惧されること＞
①個人情報は守られる？ 生まれた時から一括管理？

②デジタル化が子どもの発達に及ぼす影響は？
・スウェーデンなどは、問題が多いとアナログ回帰

③「教科書が教える」時代に…教師の役割は？

＊一人一台のタブレット
＊2030年からデジタル教科書導入
＊子どもの情報をデータベース化

(２)デジタル化は誰のため？



大阪府大阪市での「教育データ利活用」実証事業

日常所見（生活・学習）

出欠状況

「心の天気」も

保健室利用状況

学習履歴

成績

児
童
生
徒
ボ
ー
ド
に
は
、子
ど
も
の

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
書
き
込
ま
れ
る



Society 

5.

0
の
実
現
に
向
け
た

教
育
・人
材
育
成
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

(

内
閣
府 

総
合
科
学
技
術

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議)



ね
ら
い
は
、

公
教
育
の
中
に
、
産
業
界
と

民
間
の
教
育
産
業
が
入
り
込
む経産省の資料

より



「君がこの授業に参加しないって決
めたのなら、それはそれでいい。後
で、この授業の内容を伝えてあげる
よ。でもそれは、先生の解釈、先生
の言葉だよ。君自身が、リアルにみ
んなと一緒に考え、自分でつかんで
ほしいんだ」。

私立和光小学校の1年間

４.どうしたらいい？



家での勉強は、正解と自分
の答えしかわからないけど、
学校なら友達の考えが聞け
る。その方が勉強になるん
だよ

学校の勉強は、みんなで話
し合って『ああそうか』って
わかるから楽しいんだよ

「子どもは子どもの中で育つ」
コロナ禍で
「前を向いて
黙って給食」
になった時、
残菜が増えた
のは「教室マ
ジック」が効
かなかったか
らだと思う
（栄養教諭）



八王子市立高尾山学園
（不登校特例校⇒学びの多様化学校）

＜他の学校と違うところ＞
 ・授業中の居場所は自分で決める。押しつけや強制はしない

授業に出る・プレイルームで遊ぶ
相談室で話をする・保健室で休む

 ・子どもにかかわる大人の多さ
市の予算で「サポートスタッフ」
「専任教諭」「指導補助員」
「特別支援サポーター」
「図書司書」などを配置

（都の職員は30人、市は20人）

他の学校も、
そうあってほ
しいことも…



文部科学省や教育委員会にしてほしいこと

楽しく学べる学校に！ そのために……

＊教科書のもとになる「学習指導要領」をおしつけないで！
（戦後最初の学習指導要領には「試案」と書かれていた）
改訂審議に、子どもと教職員、保護者の声を反映させて！

＊一斉学力テストと、その結果の公表はやめて！
＊先生たちに、子どもに合わせて工夫して授業ができる条件を！
＊わからない時にすぐ質問できて、みんなで話し合えるように、
1クラス20人ぐらいで勉強できるように！



平日 幼稚園 小学校 中学校 高校 特別支援学校

A① 子どもへの指導 4時間34.3分 5時間47.9分 5時間1.3分 4時間8.4分 5時間15.6分
A② 授業の準備・まとめ・成績処理 2時間5.1分 2時間29.1分 2時間23.9分 2時間36.4分 2時間13.5分
A③ 学校行事関連 40.6分 25.9分 33.8分 27.1分 25.4分
A④ 部活動・クラブ活動 0.6分 7.6分 28.9分 33.3分 7.1分
B① 会議など 24.0分 21.6分 23.4分 23.1分 29.8分
B② 分掌業務・書類等の作成 1時間12.2分 40.9分 53.2分 1時間8.9分 1時間4.9分
B③ 校内研修 4.7分 6.6分 3.9分 2.5分 3.0分
C① 保護者対応、PTA 10.1分 7.4分 8.3分 5.1分 5.0分
C② 地域への対応 0.3分 1.2分 0.8分 0.9分 1.3分
D 研修、出張 3.9分 8.4分 8.5分 12.3分 5.9分
E① 自主研修 3.0分 4.6分 3.1分 6.0分 4.3分
E② E②兼職兼業 0.6分 0.6分 0.4分 1.5分 0.4分

7時間11分 7時間48分 7時間43分 7時間03分 7時間38分

2時間8.1分 2時間34分 2時間27分 2時間42分 2時間18分

9時間19分 10時間22分 10時間10分 9時間46分 9時間56分

校内、出張先等で行う業務、および集団
で行う業務の合計

A②＋E①の合計

1日の業務の合計



「勤務時間の半分で授業、残りの半分
でその準備とその他の校務」を基本に
教職員の定数が定められたのに、守ら
れていません。小学校の教員は平均し
て週24～26コマの授業を受け持って
います。受け持つ授業のコマ数を減ら
して、所定の勤務時間の中で授業の
準備ができるようにしてください。

「せんせい」の数を増やして！



声をあげれば変えられる

●みんなのとりくみで、小学校35人学級が実現、中学・高校でも！
●東京では、都がようやく動き、全域で学校給食の無償化実現！
●高校授業料無償の所得制限撤廃！ 私立学校への経常費助成増額を！



「今まで、子どものことは学校の先生にまかせておけばいい
と思っていたけど、教科書のもとを作った人が『できんもの
はできんままで結構。ただ実直な精神さえ養ってもらえば』

なんて言ってるんだってね。子どもが学
校で、変なこと教えられたら困るから、
みんなで声あげていこうよ」

                （八王子で教科書問題を一緒にとりくんだ
                民主商工会の事務局長さんの言葉）

子どもと教育を、みんなの問題に



身近なところで語り合うことから

＊教職員どうしがつながり、
支え合う場をつくる

・校内で放課後「雑談以上、研
修未満」の会を開催（千葉）

・先輩の家に集まって何でも話
せる「カレーの会」（滋賀）

・オンラインを利用した教育研
究活動、サークルの学習会

＊保護者と教職員、地域の人
が語り合う“教育カフェ”

学校のことは、その学校の関係者が
決める

決める前に
保護者にも
意見を言わ
せてほしい



学校と地域を、子どもたちが安心して、
楽しく過ごせる居場所に

＊学校は、みんなと一緒に「わかった」
「できた」よろこびをつみあげ、成長
していくところ

＊「どの子もわかって楽しい授業」「誰
もが人間として大切にされる学校」
づくりの財産をひろげよう

子どもの願いにこたえる、子どものための教育の実現を
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